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1．はじめに

熊 本大学工学部では，平成 23 年度より「革新ものづくり展開力の協働教育事業」

に 着手している．本事業は前事業の「ものづくり創造融合工学教育事業」をさらに

発 展させ，学部を超え，大学の枠を超え，地域や国を超えて諸課題について協働学

習 し，競 争しながら，ものづくり展開力を養うことと実践的展開，それを支える技

術 者・デザイナー・研究者の育成を行っていくものである．その中で今回著者らは，

技 術部実施の「ものづくり挑戦と工学基礎技術の獲得」プロジェクトの 1 テーマと

し て「薄膜スパッタ装置の作製」に取り組んだのでここに報告する．  

2．ス パッタ とは

ス パ ッ タ と は ， 真 空 引 き し た チ ャ ン

バー内に Ar ガス等を導入，プラズマ化

さ せ て ， タ ー ゲ ッ ト 材 を 原 子 レ ベ ル で

“叩き出す ”現象である（図 1）．一般的

な ス パ ッ タ 装 置 は こ の 現 象 を 利 用 し ，

叩 き 出 さ れ た 物 質 を 対 極 に成 膜 し た り ，

タ ー ゲ ッ ト そ の も の の 新 生 面 を 生 成 し

た り す る こ と が 出 来 る ． こ の 技 術 は ，

表 1 に示す通り，現代社会において欠

か せ な い も の の 一 つ で あ る ． ま た 電 子

顕 微 鏡 を 扱 う 者 に と っ て は ， 更 に 馴 染

み の 深 い も の で あ る こ と は ， 言 う ま で

も ない．

3．実 施概要

今 回 実 施 に 至 っ た 要 因 と し て ， 共 著

者 の 伊 東 氏 の 存 在 が 非 常 に 大 き い ． 伊

東 氏 は ス パ ッ タ 装 置 に つ い て ， 企 業 で

の 開 発 経 験 を 有 し て お り ， 社 会 人 学 生

と し て 本 学 で 学 ん で い る ． そ こ で 今 回

は ， そ の 伊 東 氏 に ア ド バ イ ザ ー と し て

参 画 を 依 頼 し ， 企 業 で の 装 置 開 発 ・ 作

表 1  ス パ ッ タ 成 膜 適 用 例

適 用 分 野 適 用 例

液 晶 及 び プ ラ ズ マ

テ レ ビ

パ ネ ル 用 反 射 防 止 コ

ー ト ，透 明 電 極 膜 e t c .

光 デ ィ ス ク
CD ( Al ) ， D V D  
( Ag - Bi ,  S i )， BD  

自 動 車 用 ラ イ ト 反

射 板
Al， Al 合 金 成 膜

自 動 車 用 ド ア ミ ラ

ー コ ー テ ィ ン グ
Ti O 2 光 触 媒 膜

L S I を 含 む 半 導 体

デ バ イ ス
Ti N バ リ ア 層  e t c .  

カ メ ラ 光 学 部 品
特 殊 カ メ ラ の 分 光 プ

リ ズ ム ， レ ン ズ

DCパル

ス電源

ターゲット材（Cathode）
※マイナスに印加

ターゲット上の

酸化膜
基板（Anode ）
またはチャン

バー壁

※プラスに印加

電子雲

形成中の絶縁膜

スパッタされた酸化物（絶縁物）

e‐

e‐

e‐

e‐

e‐

e‐

プラズマ雲
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アースシールド

図 1  薄 膜 ス パ ッ タ 装 置 の 概 念 図
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製 の 流れ を 疑 似 的 に学 生 に 体 験 して も ら

う こ とを 主 眼 に お いた ． ま た 作 製の 過 程

や 装 置評 価 の 際 に 生じ る 諸 問 題 につ い て

は ， 学生 が 技 術 職 員と 共 に 原 因 につ い て

考 え るこ と で ， 問 題解 決 力 を 養 うこ と も

考 慮 しな が ら 作 業 を進 め た ． は じめ に 導

入 教 育と し て ， 伊 東氏 に よ る 装 置原 理 に

つ い ての プ レ ゼ ン テー シ ョ ン と 作業 工 程

の 説 明を 実 施 し た ．作 製 に あ た って は ，

設 計 図を 理 解 す る とこ ろ か ら 始 まり ， 加

工，組 立と進行した．特に組立ついては，

真 空 装置 特 有 の 作 業， 例 え ば 真 空ポ ン プ

の メ ンテ ナ ン ス 方 法や チ ャ ン バ ー内 の 洗

浄 ， フラ ン ジ ， カ ップ リ ン グ 組 み付 け の

際の注意点を指導した（図 2）．作業は放

課 後の 限 ら れ た時 間 で の実 施 だ っ たた め ， 

2 年 越し（平成 2 3～ 2 4 年度）での完成と

なり，実施回数は，計 18 回を数えるに至

った．  

 

4．活用の状 況と今後の計画  

今 年度は，いくつかの研究室に成膜したサンプルを提供し，実験レベルに適応可

能か を検討している．現状では，概ね満足してもらえるレベルに達しているようで

ある ．完成に至るまでは，時間や金銭面での制約も大きく，困難も伴ったが，研究

で活 用されている状況は，企画者としても喜ばしい限りである．今後は，管理を工

学部 附属工学研究機器センターへ移管し，分析装置類と同様に運用の予定である．

また 本装置は，小改造で反応性スパッタ，例えばターゲットの金属を基板上に成膜

する 過程で酸化あるいは窒化させることも可能である．さらにマルチカソード化し，

複数 の膜を積層させたり，化合物・混合物を生成させたりすることもできる．これ

らに ついては，研究のニーズや予算の状況をみながら順次，検討する予定で あ る． 

 

※平成 25 年度  鳥取大学  機器・分析技術研究会にて報告  

図 3  完 成 し た 装 置  

図 2  組 立 作 業 の 指 導  
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